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古い溶岩
の残骸
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A点（白煙）

C点（透明）

E点（高温・透明
刺激臭,モリブデ
ブルーの付着)

D点（透明，刺激臭）

溶岩ドームの主な噴気分布
 （中田節也（5/19/95）の図に加筆）

破砕された溶岩か
らなる台地

G点（高温・透明）

N

平成新山ドームの噴気ガス温度変化
九州大学地震火山観測研究センター

●噴気ガスの温度はほぼ順調に低下している．青白いガス（主に二酸化硫黄）や刺激臭のガスの
　量はしだいに減少している．
●2002年9月20日測定での最高温度はE地点の摂氏342度であり，前回より上昇したが，測定
　誤差の範囲と考えられる
●E点は地獄跡火口の直上に位置し，現在最も高温で強い刺激臭を伴っている．E噴気孔周囲には
　モリブデン酸化物（モリブデンブルー）の付着が見られたが，最近はほとんど見られなくなっ
　た．

F点（透明）
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